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【手続補正書】
【提出日】令和1年11月11日(2019.11.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式（１）で表わされる化合物の存在下で重合反応を行う重合体の製造方法。
【化１】

（前記式（１）中、Ｒ１は炭素数１から１８の脂肪族炭化水素基または、下記式（２）で
表わされる構造であり、
【化２】

　上記式（２）中、Ｒ２およびＲ３はそれぞれ独立に、ヒドロキシル基、または炭素数１
から１６のアルキルカルボニルオキシ基であり、ただしＲ２およびＲ３は同時にヒドロキ
シル基ではなく、＊は前記式（１）中のＲ１が結合するＮの位置を示す。）
【請求項２】
　前記Ｒ２および前記Ｒ３が、それぞれ独立に、炭素数１から１６のアルキルカルボニル
オキシ基であることを特徴とする、請求項１に記載の重合体の製造方法。
【請求項３】
　前記重合反応が、下記式（３）、式（４）および式（５）で表わされる単量体の少なく
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ともいずれかを重合することを特徴とする、請求項１または２に記載の重合体の製造方法
。
【化３】

（前記式（３）、（４）、および（５）中、Ａ１はそれぞれ独立に、水素原子またはメチ
ル基であり、Ｒ４およびＲ５はそれぞれ独立に、水素原子、または飽和もしくは不飽和の
炭素数１から１２の脂肪族炭化水素基である。）
【請求項４】
　前記重合反応が、下記式（６）、式（７）、および式（８）で表わされる単量体の少な
くともいずれか１つを重合することを特徴とする、請求項１または２に記載の重合体の製
造方法。
【化４】

（前記式（６）、（７）、および（８）中、Ａ１はそれぞれ独立に、水素原子またはメチ
ル基であり、Ａ２はそれぞれ独立に、式（９）、式（１０）、式（１１）、または式（１
２）で表わされる構造であり、Ａ３は炭素数１から１８の脂肪族炭化水素基であり、
【化５】

　前記式（９）、（１０）、（１１）、および（１２）中、Ｒ６およびＲ１６はそれぞれ
独立に、水素原子、またはニトロ基もしくはハロゲン原子で置換されていてもよい飽和も
しくは不飽和の脂肪族炭化水素基であり、Ｒ７からＲ１５はそれぞれ独立に、水素原子、
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ニトロ基、ハロゲン原子、またはニトロ基もしくはハロゲン原子で置換されていてもよい
飽和もしくは不飽和の脂肪族炭化水素基であり、Ｒ７およびＲ８、またはＲ９、Ｒ１０お
よびＲ１１は、互いに結合し環中に不飽和結合を有していてもよい環状構造を形成しても
よく、＊は前記式（６）、（７）、および（８）中のＮの位置を示す。）
【請求項５】
　前記式（６）、式（７）、および式（８）で表わされる単量体中のＡ２が、下記式（１
３）、式（１４）、または式（１５）で表わされる構造であることを特徴とする、請求項
４に記載の重合体の製造方法。
【化６】

（前記式（１３）、（１４）、および（１５）中、Ｒ１７およびＲ２７はそれぞれ独立に
、水素原子、または飽和もしくは不飽和の脂肪族炭化水素基であり、Ｒ１８からＲ２６は
それぞれ独立に、水素原子、ニトロ基、ハロゲン原子、または飽和もしくは不飽和の脂肪
族炭化水素基であり、＊は前記式（６）から（８）中のＮの位置を示す。）
【請求項６】
　前記重合反応が、下記式（１６）、式（１７）、および式（１８）で表わされる単量体
の少なくともいずれか１つを重合することを特徴とする請求項１または２に記載の重合体
の製造方法。
【化７】

（前記式（１６）、（１７）、（１８）中、Ａ１はそれぞれ独立に、水素原子またはメチ
ル基であり、Ｒ１７およびＲ２７はそれぞれ独立に、水素原子、または飽和もしくは不飽
和の脂肪族炭化水素基であり、Ｒ１８からＲ２６はそれぞれ独立に、水素原子、ニトロ基
、ハロゲン原子、または飽和もしくは不飽和の脂肪族炭化水素基である。）
【請求項７】
　前記重合反応が、少なくとも前記式（６）および式（７）で表わされる単量体を重合す
ることを特徴とする、請求項４または５に記載の重合体の製造方法。
【請求項８】
　前記重合反応が、少なくとも前記式（６）、式（７）、および式（８）で表わされる単
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量体を重合することを特徴とする請求項７に記載の重合体の製造方法。
【請求項９】
　前記重合反応が、少なくとも多官能性単量体を重合することを特徴とする、請求項１乃
至８のいずれか１項に記載の重合体の製造方法。
【請求項１０】
　前記多官能性単量体が、下記式（１９）で表わされる単量体であることを特徴とする、
請求項９に記載の重合体の製造方法。
【化８】

（前記式（１９）中、Ａ１はそれぞれ独立に、水素原子またはメチル基であり、Ｒ２８は
、炭素数１から２０の直鎖または環状の脂肪族炭化水素基、置換基を有してもよい芳香族
炭化水素基、または置換基を有してもよいヘテロ芳香族炭化水素基である。）
【請求項１１】
　前記式（１９）で表わされる単量体が、下記式（１９－１）および式（１９－２）から
なる群から選ばれることを特徴とする、請求項１０に記載の重合体の製造方法。

【化９】

（上記式（１９－１）および式（１９－２）中、Ａ１はそれぞれ独立に、水素原子または
メチル基であり、Ａ４はそれぞれ独立に、窒素原子または水素原子が一つ結合した炭素原
子であり、Ｒ２９およびＲ３０はそれぞれ独立に、炭素数１から２０のアルコキシ基、ア
ルコキシカルボニル基、アルキルカルボニルオキシ基、アルキルアミノカルボニル基、ア
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ルキルカルボニルアミノ基、アルキルチオ基、またはアルキルスルホニル基である。）
【請求項１２】
　前記重合反応が、光重合開始剤を用いて行われることを特徴とする、請求項１乃至１１
のいずれか１項に記載の重合体の製造方法。
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